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    今年もよろしくお願いいたします。  

理事長 三階広明 

 

「小正月（こんな言葉を使うのも古い人間なんでしょうね。）」も過ぎてしまい、新年の挨拶

もちょっと時季はずれですね。インフルエンザが流行してきたようですが、皆さんは大丈夫で

しょうか？ 

 

昨年は、「請願署名」、「公立クラブからの運営移管」、「指定管理者再選定」、「新規クラブへ

の応募」等々、これまでにない様々な課題に取り組んだ一年でした。これらに対して、保護者

の皆さんを中心として、当法人を支えていただいている多くの方々のご支援をいただき、成果

が得られたことについて、あらためて御礼申し上げます。 

しかし、「町田の学童保育」が直面している課題のうち、「解決」の見通しがたったのは「１

小学校区１クラブ」という「量的」課題のみだけです。私たちが「請願署名」で訴えた大規模

化の問題、『豊かな放課後』を保障するための様々な課題については、未だに明確な展望が示

されていないのが現状です。法人として、なお一層の取組みをしてまいりますので、ご支援を

お願いいたします。 

 

さて、今年は「たけの子クラブ」の公立移管にともなう引継、新規開設クラブ３ヶ所の開設

準備から始まります。これまでに経験したことのない課題となりますが、最善の対応に努めて

まいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

また、法人設立から６年が経過し、設立の際には想定できなかった状況が生まれています。

昨年から「中期計画」という形で検討を進めていますが、法人に関わるより多くの方々の「想

い」を集め、これからの法人の歩むべき方向性を共有するための論議を経て、確定させていく

予定です。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

４月からは新規開設を含め１１クラブを運営することとなり、こ

れは市内の学童保育クラブのおおむね４分の１ということになり

ます。法人として、その社会的責任の重さを真摯に受け止め、さら

には当法人の前身である「運営委員会」から受け継いだ「熱い想い」

を実現していくための「新たな一歩」を進めていく１年となるよう

努めてまいります。 

今年もよろしくお願いいたします。



᷂Ḣ   ᷂Ḣ ἧ›̸ Ὑ     

１１月２９日（土）「学童保育を知ってもらう」「あおぞらクラブとし

て、地域の皆さんに喜んでもらえることをしよう」ということで『地域親

子工作教室』を開催しました。ぷちくれよんひろばに参加している乳幼児

から小学校高学年まで１９人、保護者の方１４人が参加しました。卒会生

の中学生にお手伝いをお願いしました。 

１部は腹話術。地域で腹話術の研究

会をしている春風ムサシさんがお人

形の“けんちゃん”との楽しいお話を

してくださり、子どもたちは大笑いでした。２部はアートバルーン。細長

い風船を使って、「剣」「犬」「お花のブレスレット」をみんなで作りまし

た。風船があちこちでパン！と割れたりしましたが、大人も子どもも皆、

完成させようと何度も真剣にやっていました。 

「楽しかったよ」「はまりました！」「来てよかったです」と言った感想

をいただきました。初めての企画でしたが、なごやかで楽しい企画となり

ました。              （あおぞらクラブ指導員 勝亦） 

   

᷂Ḣ  ˺ ▒ 

 各クラブでは、団体・個人のボランティアの方が、子どもたちに楽しいひと時

を提供して下さっています。その一つをご紹介します。 

˝  ᾓ  

毎週火曜日に地域のボランティアで将棋の先生に来ていただいて『将棋

のきょうしつ』を開いています。 

毎回、「将棋の豆知識」として、駒の動かし方や攻めや囲いなどの戦

法を教えていただいたり、詰将棋のミニ問題などをみんなで考えたりして

います。TV の将棋番組のような大きな将棋盤と駒を使っての豆知識の時間

は子どもたちにとってちょっと特別な時間です。 

その後は、先生や子どもたち同士での対局です。最初の頃は子どもたち

は将棋の「バトル」とか「勝負」と言っていたのですが、最近では「対局」という言葉になじんできました。 

「いろいろなこと、“ひしゃ”と“かく”が大事なことがわかって、だ

んだん強くなっている。」「次は、先生に絶対勝つ！」と子どもたちから

やる気満々の声が出ています。 

１２月１６日は２００８年最後の『将棋のきょうしつ』でした。２チ

ームに分かれ順番に１手ずつ指していくというチーム対局をしました。

まだ、駒の動かし方などに丌安のある子も、チームの仲間からの応援を

もらって将棋の駒を動かしました。「ドキドキしたけどできた。」と全員

で将棋の対局を楽しみました。                 

   （金井クラブ指導員 小野） 

アートバルーン作り 

春風ムサシさんの腹話術 

チーム対局 

将棋の豆知識 
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秋に続いて冬休みにも各地区で合同行事が開催されました。 

 

『成瀬地域合同行事』 １２月２６日（金）～成瀬センターグラウンド～ 

<すまいるクラブ（社協）わかくさ学童（揺籃会）あおぞらクラブ（当法人）そよかぜクラブ（当法人）> 

4 クラブ混合でピンク・水色・緑・赤の４チームを作り、各自ハチマキを頭に

巻き、『田んぼ型ドッジボール』を行いました。コートが田んぼ型に４つに区切

られ、どこのコートに投げても良いルールになっています。１分毎にキャンディ

ボールが追加され、最高３つのボールでやりました。１つのボールを追っている

ともう１つのボールを見失い、当てられた子は外野へ行きます。各クラブの混合

チームだったので、一緒になって逃げ回り、仲良く交流する姿が見られました。

最後に外野の人数を数えて勝敗を決めました。２試合行い、大接戦でとても盛り

上がりました。 

その後、『おやつ食いゲーム』をしました。パン食い競争のように子どもた

ちの大好きなお菓子がいっぱい詰まった袋を、走ってきて口でキャッチします。

初めて挑戦する子もいて、なかなか苦戦していましたが楽しい体験が出来まし

た。自分で手にしたおやつを嬉しそうに学童クラブへ持ち帰りました。 

とても寒い日でしたが、総勢約１３０名が集まり楽しい１日を過ごしました。

また来年も合同行事で各クラブが元気に集まり、交流することが出来たら素敵

だなと思います。            （そよかぜクラブ指導員 池田） 

          

 『南地区合同行事』 １２月２６日（金）～南第四小学校校庭～ 

<金森第二クラブ（公立）金森クラブ（社協）どろん子クラブ（当法人）わんぱくクラブ（当法人）> 

今年度２回目となる南地区合同行事。今回は、毎年行っている『ドッジ

ボール大会』です。前回の１０月の合同行事『秋の大運動会』で優勝した

金森クラブから開会式でトロフィーの返還があり、試合開始です。試合で

は、当てられないように逃げ回る子や果敢にボールをキャッチしに行って

投げ返す子、自分のクラブを大きな声で応援している子など優勝を目指し

てどのクラブも一致団結している姿が見られました。試合は４クラブ総当

たり戦です。その後、子ども vs 指導員（１５１人 vs１５人）の特別試合

を行いました。特別試合のルールでは、当てられるとクラブの点数が減点

されます。しかし、子どもたちは自分のクラブの指導員を当てようとやる

機満々です。途中からボールが２つとなり、ボールがくる度に全員が一喜

一憂し更に盛り上がりました。結果は１０月に引き続き金森クラブが見事

に優勝し、トロフィーを持ち帰りました。 

最後に『手つなぎオニ』をみんなで行いました。違う

クラブの子と手をつなぎ、恥ずかしがる子もいましたが、

一緒になった子と協力してまだ捕まっていない子を追い

掛け回っていました。最後までオニに捕まらなかった子はみんなから大きな拍手をもらいまし

た。秋・冬と続けての行事となり、合同行事に燃える子どもたちが増えてきています。 

      （わんぱくクラブ指導員 石田） 

田んぼ型ドッジボール 

おやつ食いゲーム 

手つなぎオニ 

ドッジボール大会 
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１２月１０日（水）  ～健康福祉会館～ 

 

昨今の“食の安全”や“健康”への関心の高まりとともに、『食育』が注目されています。

生活の場である学童クラブでも食育の一貫として、手作りおやつを取り入れています。職員として『食育』

についてしっかりと学ぶ必要から、町田市健康福祉課に依頼し、講師に

管理栄養士の方をお招きして研修を行いました。 

“朝ご飯を食べていない子”“生活習慣が乱れている子”が増えてきて

いるという話を聞きました。朝食は脳へのエネルギーとなり１日の始ま

りに大事な役割を果たし、また、『よく眠った子はよく食べる』といわれ、

眠りは心と身体の大事な栄養素となるそうです。特に、幼児～小学低学

年は生涯の生活リズムの基盤を形成

する重要な時期であり、『食事＝楽し

い』と感じる事が大事なので、忙しい生活の中でも休日は一家団欒の

時間を大事する、などしてほしいとの事でした。 

１時間の講義の後に、実際に調理をしながら学童クラブのおやつと

しても簡単に作れる『ソーセージパン』や、すいとんが入った『けん

ちん汁』を紹介していただきました。とてもおいしく、「子どもと一緒

に作れそうなのでクラブでも早速やってみたい」という声があちこち

から出ていました。        （なかよしクラブ指導員 佐藤） 

 

                                   

今後の予定      

２月 ６日（金） １９：３０～ 調査研究委員会・広報委員会  公民館 視聴覚室・学習室１  

２月 ７日（土） １９：３０～ 事務局会議 公民館 学習室３ 

2 月 15 日（日） たけのこ 25 周年行事 

  ２月２０日（金） １９；３０～ 運営委員会 ことばらんど 第６会議室   

  ２月２２日（日） なかよし３０周年行事   

編集後記～   

学童クラブの楽しい日常や行事の盛り上がりを伝えたい！という指導員の熱い思いを、いかにわかりやすく伝えるか。毎

号、記事の一語一句に意見を交わしながら作り上げている「くれよん」グループです。今年も「くれよん」をよろしくお

願いします。                                   （わんぱく保護者 佐々木） 
 
今年もよろしくお願いします。寒いのは苦手ですが、寒さに負けないように元気いっぱい走り回って遊んでいます。 

                                                            
（なかよし指導員 佐藤） 

『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。 

バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。    http://www.machida-gakudou.com/ 

 

ǨȎǪǯ  
 

当法人では、初任者・中堅者・管理者と階層別の研修を行っています。 

その他、年に数回行われる青尐年課主催の研修に積極的に参加したり、防火管理者、

普通・上級救命救急、水上安全法などの講習にも参加し、専門知識を増やし、実践に

活かせるように学び、職員の力量アップに努めています。 

調理実習 

講師の講演 


